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大学生の乗降客の割合がラーメン屋の立地傾向に与える影響 

 

要約 

大学のそばにラーメン店が多く立地するという印象は、学生の間で広く共有されている。

本稿の目的は、都内でラーメン店が大学のそばに実際に多く立地しているのか、また、大

学とラーメン店の立地の因果関係の有無を明らかにすることだ。まず重回帰分析を行い、

ラーメン店が大学のそばに多く立地する傾向の有無を調べた。しかし傾向が見られなかっ

たため、大学のそばのラーメン店にインタビュー調査を行い、立地選択要因を聞いた。そ

の結果、大学はラーメン店の立地選択要因になり得るものの、強い要因にはならないこと

がわかった。 

 

１．はじめに 

大学のそばにラーメン店が多いという印象は、学生に広く持たれており、学生の食の嗜

好にも合致する。実際、筆者の周囲の友人に聞いても、ラーメン店は大学の周りに多く立

地している印象があるとの回答を得た。また、サンプル数が少ない調査ではあるものの、

ラーメンは学生に人気が高い食事の１つだという結果がある(関川ら, 2009)。 

そこで、大学生を主要な顧客とすることが理由となって大学のそばにラーメン店が立地



し、結果的にラーメン店が大学の周りに多く立地しているのではという仮説が立てられる。

ラーメン店があるために大学が立地することは考えられないため、逆因果はないだろう。 

本稿では、都内においてラーメン店が大学のそばに実際に多く立地する傾向にあるの

か、また、因果関係があるのかを明らかにすることを目的とする。大学近くにラーメン屋

が多いという印象は広く共有されているものの、定量的に立証した先行研究はない。目的

達成のために、統計的な調査とインタビュー調査を行った。 

 

２．統計的調査 

 都内において、大学生の存在がラーメン店の立地にどれだけ影響するかを明らかにする

ために、重回帰分析を行った。 

被説明変数はある駅の周囲 1 ㎞における飲食店数に占めるラーメン店数の割合、説明変

数は同一の駅における乗降客数に占める大学生数の割合だ。対象となる駅は、大学情報ポ

ータルサイトの「スタディサプリ」を参考に、近くに大学が多い都内の駅（上位 20 駅）

とした。また、割合を変数にすることで、飲食店や乗降客数の多少による影響が少なくな

ると考えた。飲食店・ラーメン店の数は、飲食店の大手予約サイトである「食べログ」を

用いて調べた。都内の飲食店であれば、多くが食べログに載っているため、記載漏れによ

る影響は少ないと考えた。乗降客数の数は、各鉄道事業者の報告から確認した。大学生の

数は、各駅に近いキャンパスの学部・学科を調べ、その学部・学科に所属している人数を、



大学のホームページから確認し計算した。 

コントロール変数は、乗降客数・昼間人口の 2 つにした。乗降客数が多いほど、時間

のかからないラーメン屋の需要が大きくなると考えた。また、ラーメンは主に家の近くで

はなく職場などの出先で食べるものだと考え、昼間人口をコントロール変数に加えた。多

重共線性を VIF に基づいて確認したところ、いずれも VIF＜２であり問題なかった。 

表 1 使用したデータ 

図 1 説明変数・被説明変数の散布図 



R を用いて重回帰分析を行った結果が、図 2 だ。num.passenger が乗降客数に占める

大学生の割合だが、p 値が 0.557 と非常に大きくなり、統計的に有意でなかった。 

 統計的な調査を行ったところ、駅の乗降客数における大学生の割合が増えると、ラーメ

ン店の割合が増えるとは言えなかった。また、先行研究によると、地縁がラーメン店の立

地選択に影響する(平澤ら, 2022)。統計的な調査では地縁を含むことができなかったため、

変数の選択が不十分であった可能性を考慮し、ラーメン店にインタビューを行うことにし

た。インタビューでは、大学生の存在がラーメン店の立地選択に影響するかについて調査

した。 

 

３．インタビュー調査 

 筆者が所属する東京大学近くにある、ラーメン店を 3 店舗訪れてインタビュー調査を行

い、ラーメン店の立地選択要因を探った。その結果、地縁による店舗立地が多く、大学は

顧客を増やす要因になるものの、⾧期休みに注意する必要があるとの回答を得た。また、

図 2 重回帰分析の結果 



大学生の顧客を増やすことで、彼らが卒業した後に系列の別店舗への訪問を促すという戦

略をとっている店舗もあった。 

 1 店舗目の「らーめん一信」は、地縁に基づいて出店していた。らーめん一信は、東京

大学の 1, 2 年生が通う駒場キャンパスのそばにある「山手ラーメン」の 2 号店だ。店主が

3, 4 年生が通う本郷キャンパスのそばにも出店したいと考え、本郷キャンパスのそばに開

店した。立地選択の際には地縁を優先したが、顧客が大学生だけだと⾧期休みに収入がな

くなるため、会社員も顧客となるような立地選択をしたという。また、1 号店の山手ラー

メンの立地選択要因は、店主の家の近くであるという地縁だった。 

 2 店舗目の「札幌味噌ラーメン三好」も、地縁に基づいて出店していた。現店主は 2 代

目で、初代店主がなぜ東京大学のそばに出店したかは不明だった。現店主が初代店主の友

人で、店舗を探す際に初代店主が引っ越すことになり、縁を感じて 2 代目として受け継い

だとのことだ。あえて東京大学のそばに出店したわけではないものの、大学のそばに立地

していることで、学生を顧客として狙えると話してくれた。また、観光客・近くの会社員

が大学の⾧期休み中は主な顧客になっている。 

 3 店舗目の「瀬佐味亭」は、学生客を見込んで大学そばに立地していた。客層は学生 7

割で、大学の⾧期休み期間は困るとのことだが、会社員も顧客として定着しているようだ

った。また、卒業後の OB・OG 客が見込めると考え、虎ノ門に 2 号店を開いたとのこと

だ。ラーメン店に通う傾向にある大学生時代に店の顧客にすることで、系列の別店舗への



訪問を促すという戦略を取っていた。 

 ラーメン店ごとに異なる理由で立地選択をしていたが、顧客獲得のために大学のそばを

立地条件としている店は少なかった。⾧期休みによる収入の減少を覚悟して、戦略的に大

学そばに立地しているケースもあったものの、顧客が大学生のみだと、⾧期休みによるデ

メリットが大きくなるようだ。主な顧客として大学生を狙ったとしても、会社員など他の

顧客を獲得できるような立地選択を行う傾向にあることが示唆された。 

 

４．結論と補足 

 統計的な調査では、都内においてラーメン店が大学のそばに実際に多く立地する傾向に

あることを示すことができなかった。インタビュー調査では、大学の存在はラーメン店の

立地選択要因になり得ることが分かった。しかし、大学生のみを顧客とすることは⾧期休

みを考慮すると危険で、危険性を次の店舗展開のためだと割り切るか、または会社員等の

別の顧客獲得が必要なことも分かった。 

 補足として、らーめん一信で聞いた話に、1 号店は地縁で立地選択し、2 号店以降は店

の味に合わせて店舗立地選択を行うのではというものがあった。調査能力に限界があり、

今回の調査ではチェーン店ではなく比較的小規模なラーメン店を選択して調査した。しか

し、チェーン店に対してインタビューすると別の視点が得られたかもしれない。また、大

学そば以外に立地するラーメン店を調査することで、さらに異なる視点が得られたかもし



れない。 
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